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 Resume

 Les consonnes latines peuvent, au cours de  l'evolution, se conserver ou se modifier. 
Les modifications dont elles sont susceptibles se  reduisent  a deux chefs principaux, 
l'affaiblissement et le renforcement. 

 L'affaiblissement est relatif, sans parler de la  phonetique syntactique, a la  phonetique 

du  mot  : 
 1) la place qu'elles occupent dans le mot,  ou elles sont soit initiales, soit finales, 

soit  interieures  ; 

 2) l'entourage des consonnes  a  l'interieur du mot,  ou elles peuvent  etre intervocaliques 
ou se trouver derriere une autre consonne ou devant une autre consonne ou entre 
deux  consonnes  ; 

 3) la place qu'elles occupent dans les syllables,  ou elles sont explosives ou 
 implosives  ; 

  4) la situation de la consonne par rapport a l'accent du mot. 
 On verra en effet qu'en  general la position forte est a l'initiale de mot et a l'initiale 

de syllabe  a  l'interieur,  appuyee, et que la position faible est  l'initiale de syllabe 
 intervocaligue  ; la finale de syllabe  a  l'interieur,  appuyante  ; la finale de mot et la 

position entre deux consonnes. 
  Le renforcement depend peu de la  phonetique du mot et son aboutissement est 

parfois un des traits les plus  caracteristiques de la  phonetique  francaise. 
  La sonorisation, passage de l'occlusive ou de la spirante sourde  a la sonore corres-

pondante, comme la spirantisation, celui de l'occlusive a la constrictive, est l'effet 
d'un affaiblissement articulatoire sous  l'influence des  sons avoisinants, tandis que la 

palatalisation d'une consonne, occlusive ou spirante, qui est par definition  independante 
de l'articulation des phonemes  subsequents, (bien qu'un phoneme palatal favorise la 

palatalisation), est avant tout l'effet d'un renforcement articulatoire. Ce sont les 
 phenomenes principaux qui affectent le consonantisme du latin vulgaire et du latin tardif.

ラテン語の子音は,ラ テン語がフランス語へ推移する過程で,或 は保持され,或 は変容する。そ



の変容は,統 辞論的音韻を別にすれば,主 に,語 の音韻に依存する弱音化 と,殆 ど語の音韻に無関

係な強音化の現象に帰着する。

 弱音化は子音が語の中で占める位置,語 中の子音に隣接する音,子 音が音節の中で占める位置,

子音と強勢母音 との位置関係などによって起 こる様々な変化である。

 これらの変化に対する子音の抵抗力は,一 般に,語 頭と先行する他の子音に支えられる語中では

強く,母 音間の語中,他 の子音に先行する語中,子 音間,語 末では弱い。 しか し,語 末の子音に関

しては,単 音節語は特別であ り,形 態論的な現象など特殊な要因が関与する。

 一方,強 音化による子音の変容は しば しば フランス語の音韻の最 も特徴的な一面を成す。

 有声化 と摩擦音化が隣接音の影響に よる弱音化の結果であるのに対 して,本 来後続音に依拠する

ことのない口蓋化は強音化の現象であ り,い ずれ も俗ラテン語と後期 ラテン語に係わる音韻推移で

ある。



古 フランス語音韻試論

子 音

1 ラテン語の子音とフランス語の子音

 ラテン語の子音には喉頭音h;喉 音に軟口蓋音k,g,硬 口蓋音y,軟 口蓋震動音 t, 軟 口蓋鼻

音n;歯音 に閉鎖音t,d, 摩擦音s,Z; 歯茎音に 震動音R,l,鼻音n; 唇音に両唇閉鎖音 p, b,

唇 歯 （両唇 ） 摩 擦 音f,両 唇 軟 口蓋 摩 擦 音w,両 唇 鼻 音mが あ る。

 す で に ラテ ン語期 に萌 す フ ラ ンス語 形成 の過 程 に 現 わ れ る主 な子 音 は,閉 鎖 音 で は 中部 硬 口蓋 音

k,g;半 閉鎖 音 で は 歯茎 音ts, dz,後 部 歯茎 音ts, dz;摩 擦 音 で は軟 口蓋 音x（ 無声 音）,γ （有

声 音）,前 部硬 口蓋音 a,z,歯 間 音 θ,δ,唇 歯 音v,両 唇 音 β,両 唇 硬 口蓋音 w;震 動 音 では 軟 口

蓋 音r,中 部 硬 口蓋 音 l;鼻 音 で は 中部 硬 口蓋 音 nで あ る。

 現 代 フ ランス語 は ラ テ ン語 の子 音 か らh,t,n,Zを 除 く14の 子音 を保 持 し,更 に，ラ テ ン語

の子 音 の 推移 か らz,§,2,脚,p,1, vを 加 え た21ケ の 子 音 組織 に至 る。

 Ⅱ 喉 頭 音H

 1.初 期 ラテン語 の 帯気 音hは,俗 間 で は ロー マ共 和 制 の 末 期 か ら消 失 す る。 語頭 のhは 無 音 と

な り書 法 か ら も姿 を消 す 。

 Hora > eure 24, habere > avoir 63,  honore  > onor 117, ha(c)  ora  > ore 174.

 しか し,無 音 のhがhonor 64, hui（ ＜hodie）585の 如 く書 法上 現 わ れ る こ と もあ る。

2. ゲル マ ン語 のhが5世 紀 頃 ガ リアの北 部 に 導 入 され て語 頭 に 現 わ れ,気 音 を 強 く出 して 発 音

され た が,こ の気 音 は13世 紀 の 初 頭 か ら消 失す る。

 *Haunitha> honte 93, *  hatire  > hair 152,  hard> hart 667,  *hatina  >  haine 795.

Ⅲ 喉 音

1. C,G＋E,I

（1）ラテン語 のZは ギ リシャ語か ら借用 した複合音である。

(1) Cf. P.  Fouche  Phonetique historique du  francais, Volume  III. Les Consonnes, Klincksieck, 2e 
 ed., 1966, p. 578. 

(2) Cf. Ibid., p. 580.



 a） 語頭のc（＋e,i）

 語頭のkは 後につづく硬口蓋母音の調音点に同化して kに硬口蓋化し,更 に,kは 前方に調音点

を進めてtと なり,4世 紀末には tsyに 歯擦音化する。その後,11・2世 紀にはtsに 非口蓋 化し,
              (1)

13世 紀 に はtが 消失 してsに 至 る 。

Celare > celer 3, centu > cent 457, *celu > ciel 776.

 b） 子音＋語中のc（十e,i）

 子音が先行する語中のc（ ＋e,i）では, cに 先行する子音は閉鎖音が流音であるときは,語 頭の
                                     (2)
c（＋e,i） と同 様 に k＞t＞ ts＞ts＞sへ と変 化 す る:Mercede＞merci 61.

 な お,cが 消失 す べ き語 末 の母 音 の 前 に あ る と きは,語 末 のsは 音 韻上 無 音 とな る:Dulce＞

dous 296, falce ＞ faus 577.

 ＊Conoscere＞ （re）conoistre 314に つ い て は, Foucheはkが 先 行 す るsと 同 化 してkか ら
           （3）                                             

yodに 変 わ る と し て い る 。

 c） 母 音 ＋語 中 のc（ ＋e,i）

 この位 置 に あ るkは 口蓋 化 し,調 音 点 を 前 方 に 移 して歯 擦 音 化 して 後,5世 紀 には （dzyに 有声

化 してか ら,yodが dz の 前 に 転 移 してydzyを 成 す。 そ の後,非 口蓋 化 し, dが 消失 してzと な

る:Placeat＞plaise 499, jacere＞gesir 569.

 Facere＞fere 96で はkeはgeに 有 声 化 し,後 に 見 る よ うに,後 続 す る硬 口蓋 母 音 の 影 響 を

受 け て硬 口蓋 化 し,gye＞yye＞yeへ と変 化 す る。

 kが 消 失 す べ き語 末 の母 音 の前 に あ る ときは,有 声 化 とyodの 転 移 の後,再 び 無声 化 して -ts＞
                 （6）
・sとな り,13世 紀 に は このsも 脱 落 す る。 しか し,書 法 上 は しば しばzで あ る:Vice＞foiz 402,
       （7）
voce＞voiz 422.

 C＋e,iに 語 末 の 子音tが つ づ く とき は -stと な った 。

 (1) Cf. E. et J. Bourciez,  Phonetique  francaise, Klincksieck, 1967, § 116 ;  Fouche,  Phonet., p. 553.

（2）Mercedeで は,強 勢 の 自由母 音eがeiに 二 重母 音 化 し,先 行 す る 口蓋 音 か ら生 じるyodとyeiを 成 す 。

 そ の後,中 央 のeは そ れ を 囲 むyとiに 同化 され,yiiか らiに 縮 合 され る:Mercede＞ ＊meRkede＞

 ＊meRtseide＞ ＊meRtsyeiδ（θ） ＞meRtsi＞meRsi＞ ［mersi］

  しか し,yodを 想 定せ ず,口 蓋 化 した 破擦 音 ts の影 響 に よ ってei のeが 狭 め られ, tsei＞tsii＞tsi

 へ と推 移 した と も考 え られ る。

（3）Cf.拙 論 「古 フ ランス語 音 韻 試 論 」,母 音Ⅱ,6, c）,注 （12）,群 馬県 立 女 子 大 学紀 要,第4号,1984.

(4) Cf. Placeat  >*plakyat >  *platyat >  *platsyat > *pladzyat >  *plaidzyat  >  *plaidz(y)at > 
 *plaidzeJ­   >*plei(d)ze >  plez(e) >  plez(e);  Andre Lanly , Fiches de philologie  francaise, Bor-

 das, 1971, 4e  ed.,  pp.259-260. 

(5) Cf.  FakeRe >  *fakyeRe >  *fagyeRe  >  *fayyeRe > *fayeRe  >  *fay(e)Re >  faiRe >  feiRe  > 
 feRe >  fer(e) 

(6) Cf.  Fouche,  Phonet., p. 663. 
(7) Cf. Voce [woke] >  *voke >  *vote > votse >  *voydz(y)e > *voydz >  *voits > [vwa]



Tacet > test 203, placet > plest 204, jacet > gist 838.

 Facitは ＊faist或 は ＊festと な るべ き で あ り, fet 99は 規則 的 で は な い。 不 定 詞fereの 語 幹
                          （8）
に 依 ってつ くられ た か,或 はtra（h）itに 倣 った もの で あ る。

 d） 語 中 のc＋y

 kyのkは 調 音 点 を前 方 に進 め,子 音 群ktyを 成 し,ty ＞tsyと 同様 にktsyと な り,二 つ の

閉 鎖 音 の間 の同 化 作 用 に よ ってt／ tsyと な る。 そ の 後,t／ tsyは 母 音 の 後 に あ って も有声 化せ ず,

ttがtに 単純 化 され,外 破 音 のyが 脱 落 してtsか らsに 縮 約 され る。 語 末 とな るsは13世 紀 に 無
              （9）

音 とな るが,書 法 上zが 現 わ れ る。

Solaciu > solaz 285, facia > face 310, brac(h)iu > braz 398.

 e） G＋e,i; G＋y

 語 頭 のg（ ＋e,i） は 調 音 点 を 前 方 に 移 してgに 湿 音 化 し,更 に,dを 経 て,順 行 同 化に よってdz

に 至 り,13世 紀 にzに 縮 約 され る:Gente＞gent 1.

 Gがnの 後 に あ る とき は,gはnを n に 湿 音 化 す るが,語 末 で は 先 行 す る母 音 と結 合す る:

Stringit＞estraint 835.

 G（ ＋e,i） は,母 音 が 先 行 す る と きは,後 続 す る硬 口蓋 母音 に 隣 接 す る部 分 で そ の硬 口蓋音 の性
                                   (10)

質 を 強 め,先 ずgyと な り,二 重 子 音 -yy- を成 し,や が て -y-に 単 純 化 され る。

 (11) (12)
 Page(n)se  >  pais 7 , vigilavit > veilla 149, cogitat >  cuide 648  ,  regina >  roine 

  (13) 
796  ,*tragit > trait 853.

 2. C,G＋A

 a） 語頭 のC,G（ ＋a）

 語 頭 のc＋aは6世 紀 の 中頃 kaに 口蓋 化 し始 め,更 に,調 音 点 を前 方 に移 しtaと な り,8世

紀 の末 に はtsa に至 る。 そ の 後,13世 紀 に は 歯音tが 消 失 して sとな る。 フ ラ ンス 語 の最 も特徴 的      ⑯

な音 韻 推 移 で あ る。

Camera > chambre 37, causa > chose 122, *capu > chief 142, cantione >  chancon

(8) Cf. Bourciez,  Phonet.,  §  116, Historique. 
(9) Cf.  Fouche,  Phonet., p. 911. 
(10) Cf. Ibid., p. 605. 

 (11) Cf.  Page(n)se > *pagyese >  *payese > *payeise > pais >  peis >  pei(s)

(12)Cf.「 母音Ⅱ」6, c）,注 （17）.

(13) Cf.拙 論 「古 フ ラ ンス語 音 韻 試論 」,母 音I,B,語 頭 のE,g）,群 馬県 立 女 子 大 学 紀要,第3号,1983.

 (14) Cf. Bourciez,  Phonet., § 120, H.



294, cane > chien 358,  *caminu > chemin 377,  caru  > chier 534,  calet  > chaut 

597, *cadere > cheoir 730.

 語 頭 のg＋aも,c＋aの 変 化 と同 じ時 期 にg＞g＞d＞dz を 経 て,13世 紀 中 に zに 至 る:

Gaudia＞joie 9,＊gaudir＞joir 181.

 b） 子 音 ＋語 中 のC,G（ ＋a）

 子音 がc,g（ ＋a） に 先行 す る ときは,語 中 で も語 頭 の場 合 と同様 に 各 々 s,z とな る:＊Targa＞

targe 390, bucca＞bouche 398.

 弱 音 節 の母 音 の消 失 に よ って 子 音 ＋c（ ＋a） が形 成 され る場 合 は,或 はsに 或 はzに 至 る
(1$ 

ollocare > couchier  517  , manducare > mengier 531 .

 c） 母 音 ＋語 中 のC,G（ ＋a）

 K,g（ ＋a） に 硬 口蓋 母 音a, e, iが 先 行 す る と きは,本 来 のgとkの 有 声 化 に よ るgは,そ れ を

囲 む母 音 との接 触 に よ って狭 窄 音 γに 弱 ま り,硬 口蓋 音 の 性 質 を強 め γyか らyy＞yに 至 り,

先行 す る母 音 と結 合 す る。

 Legale > loial 2, amica >  amie 65,  mica  > mie 66 ,  precat  > prie 100, dicat > 
die 113.

 K,g（ ＋a） に軟 口蓋 母 音o, uが 先 行 す る と きは,本 来 のgも 二 次 的 なgも,狭 窄 音 γに 弱 ま っ てか

ら,γ は 先 行 す る軟 口蓋 音 の影 響 を 受 け てwに 唇 音 化 し,消 失 す る。 しか し,rogat＞rueve 856

に於 て は,こ のwは 消 失 す る こ とな く, ［v］ に 歯 音 化 す る。0の 二 重 母 音化 以 前 の こ とで あ る。
                        
従 って,rogat＞ ＊rowat＞ ＊rovat＞rueveで あ る。

 3. C,G＋ O,U

 a） 語 頭 のC,G（ ＋o, u）

 軟 口蓋 母 音 に 先 行 す る語 頭 のc,gは そ の ま ま保 持 され る:Cor＞cuer 50, corpus＞cors 301.

(15) アクセン トのある音節に先行す るOは 母音間 のcが 有声化す る前に消失す る :  Collocare  >  *kolkaRe
 *kolkaRe >  *koltaRe >  *kottsaRe >  *kottseR(e) >  *kottsieR(e) >  *koutsyeR >  [kutsyeR]> 

 [ku(t)s(y)e(R)] >  [kuse(r)] (cf. Lanly, Fiches,  pp.  134-5.  )

(16) Manducareで は, manducatの 如 く語 幹 のuに 強 勢 の あ る語 形 との アナ ロジ ーに よ ってpretoniqueの 語

中音消失が遅れ,kが 母音間で有声化 した: ManducaRe> *mandugaRe> *mand'gaRe> *mand'daRe>
 *mandzyaRe >  *mandz-(y)aRe >  *mandzeRe >  *mandzieRe >  *mandzieR(e) >  *mandzieR > 

 *mandzyeR >  man(d)z(y)eR >  ma(n)ze(R) (cf. Ibid.,  pp.  211-2.  ) 

 (17) Cf. Mika > *miga > *mira >  *mirya > *miyya >  *miy(y)e > mie 
 (18)  Cf.  Fouche,  Phonet., p. 613.



 b） 子 音 ＋語 中 のC,G（ ＋o, u）

 子 音 に語 中 のc,g（ ＋o,u）が つ づ く と き も,語 頭 の場 合 と同様 に音 韻 の 変 化 は な い:Angustia＞

angoisse 303.

 c） 母 音 ＋語 中 のC,G（ ＋o, u）

 母 音 に語 中 のc,g（ ＋o, u） が つ づ く場 合 は,母 音 間 に あ るkは 先 ずgに 弱音 化 し,狭 窄音 γと な

り,軟 口蓋 音 の前 でyodに 変 る こ とが で きず,完 全 に 消 失 す る。

Dicunt >  dient 61, tacuit > tut 832, tacutu >  teu 957.

 d） 語 末 のC,G

 O,uの 消失 に よ って 語 末 とな るc,gは （gはkに 無 声 化 してか ら） 消 失 す る:Longu＞lonc
 
127.

 しか し,近 代 語 で は 書 法 にgが 復 活 され てlongと な る。

A,e, iが 先 行 す るkは,gに 有 声 化 して か ら,語 末 とな る前 に,γ を経 てyodと な り,先 行 す
               
る母 音 と接 す る:Preco＞pri 498,amicu＞ami 800.

Locu＞leu 71, jocu＞geu 269の 音韻 推 移 に つ い て は 「母 音 Ⅱ」,5,c） 参 照 。

 母 音 の 後 に あ って,ラ テ ン語 に於 てす で に 語 末 で あ るkは,俗 ラテ ン語 か ら消 失 して い る。

   Si（c）＞si 3, ne（c） ＞ne 33, illa（c） ＞ la 508.

4.C, G＋ 子 音

a） 語頭 の子 音 群

語 頭 のc,gに 震 動 音r,1が つづ くと きは, c, gに 音 韻 の変 化 は な い 。

 Grande  > grant 82,  *greve  > grief 141,  credere  > croire 248,  claudire  > clorre 

477.

b） 語 中 の 子 音 群

母 音 が先 行 す る語 中 のc（g） ＋震 動 音r,lで は,c,gはyodと な る。

(19) 女性形は古 くはlonge（ ＜longa） であ り,規 則的 な音韻変化を示すが, longue 68は この男性形に依 って

 つ くられた語形であ る。一方,large 389は 男性形で ある。女性形largeが 男性 形larc（ ＜largu） を排 除

 して男性形,女 性形が同形 とな った。

(20) Cf.  preco >  *prego >  *preγo > *preγyo > *prieyyo > prieiyo > pri



 Sacramentu > serement 219,  oc(u)  los > ieus 308, lacrima > lerme 469, auric-

(u)la > oreille 846.

Ct, gt, gdな どの子 音 群 で は, cとgは 歯 音 の 前 でyod とな って 先 行 す る母 音 と結 合 す る。

 Dictu > dit 14,  *d(i)rectu > droit 98,  nocte  > nuit 108, lectu > lit 433,  tracta >
traite 567, *frig(i)da > froide 867.

 ＊Auctoricare＞otroier 29で は,二 つ の無 強 勢 母 音 の 間 に あ る -ct-のcがtに 同 化 され,

＊auttricare＞ -otr-とな ってcが 消 失 す る
。 ＊Jectare＞geter 226の 場 合 も同様 で あ る。

 -ct-にnが 先 行 す る場 合 は, nは 喉 音 の 前 で す で に軟 口蓋 音nで あ ったが, cが 子 音 の前 で 調

音 をゆ るめ,狭 窄 音χか らyodと な ってnを 口蓋 化 し,湿 音 化 した 。 このnの 屈 折 か らyodが 生
               
じ,nがtの 前 でnに 歯 音 化 す る:Punctu＞point 197,sanctus＞sains 417.

 子 音群x（cs） で も,強 勢 母 音 の後 では, kが 調 音 点 を前 方 に移 して歯 擦 音 の調 音 点 に 近 づ き,

狭 窄 音χを 経 てyodと な る:Laxat＞lesse 244.

 Exire＞eissir, oissirか らissir 393へ の 推移 につ いて は 「母 音Ⅰ」, B,語 頭 のE, e） 参照 。

 接 頭 辞exのxは,俗 ラテ ン語 か らsに 単 純 化 され,子 音 の前 ではes- とな った:Excondictu＞

escondit 196.

 な お,example 951は ラテ ン語 の接 頭 辞 を 保 持 す る学 者 語 で あ る。

 子 音群cw, gwはqu（cu, co）, guの 書 法 で表 わ され るが,語 頭 或 は 子 音 に つづく語 中 で は,唇

音wが 消失 し,喉 音 の み 保持 され る。

 Qui > qui 2,  quando  > quant 5, quomo (do) > corn 143, quaerere > querre 
169, quare >  quar 171, *gwardare > garder 704.

                              

母 音 間に あ る語 中 のcw, gwは そ の喉 音 を失 う:Aqua＞eve 308,

(21) Oc(u)los＞ieusの 音韻推移は次の如 くである。先ず,次 末音節の弱母音uが 消失 して,子 音群 -cl- の

 cが 有声化 し,調 音を弱めて摩擦音 γとなる。更に,調 音点を前に進めてγはyodと な り,後 続音lを 湿

 音化す る。同時に,5世 紀 の後半,開 母音oが 二重母音化 し,uoyを 成す。その後,こ のyodは l の中に

 混入 し,uoyはuoに 縮約され る。語末の母音が消失す ると,湿 音化 されたlは 語末子音sの 前に位置する

 ので,語 中音tが 添加され,l はtsの 前にあ ってlに 非 口蓋化 し,更 に,t に 軟 口蓋化 して母音化す る。

 二重母音 uoは,ue＞ ue＞ uoe＞ woeの段階で,wが後続の母音 uとの異化作用によってyに 至 る。

なお,Bourciezは 語 中 音tを 想 定 して い な い (cf.  Phonet., § 70,  R.I.):Oc(u)los>  *o'clos>  *oglos>
 *oγlos >  *oylos  >  *uoylos  >  *uol(e)s >  *uolts  >  *uetts  >  *[uetts] >  *[ueuts] >  *  [uoeuts] > 

 *[woeuts] >  *[yoeuts] >  [yoe(u)(t)s] > [yoe(s)]  (cf .P.Fouche,  Phonetique historique du  francais, 
 Volume  II  , Les Voyelles, Klincksieck, 2e  ed., 1969, pp. 323-4 ; Lanly, Fiches, pp. 231-3. 

 (22) Cf. Bourciez,  Phonet., §135,  R.I.
(23) Cf.「 母 音H」,6, d）,注 （24）.

(24) Ksに 先 行 す る音 節 に 強勢 が置 か れ る この1axatな どの語 形 との ア ナ ロ ジー に よ って,1axareも1essier

 770と な った （1axareで は 強 勢音 節 に先 行 す るksのkはsに 同化 され る の で,不 定 詞 は1assierと な る

 はず で あ る）。

(25) Cf.「 母 音Ⅱ」,1. a）,注 （4）.



5. 1

 ラテ ン語 のi（ 書 法 は 後 にj） は,俗 ラテ ン語 でyodと な り,そ の 調音 は後 部 硬 口蓋 音yに よ

って ［yy］ に強 め られ,更 にdyyと な り,そ の後,dzy＞dzを 経 てzに 至 る。 書 法 はj或 はg

で あ る。

 *Justa  > jouste 109,  *jectare  > geter 226,  jocu  > geu 269,  jacere  > gesir 569 , 
jacet > gist 838, justitia > justise 894.

語 中 で はyodが 先 行 す る母 音 に 吸 収 され る:＊Sejor＞sire 60.

Ⅳ 歯 音

1. T,D

a） 語 頭 のT,D

語頭 では 閉 鎖 音t,dは,母 音 の前 で も子 音 の前 で も保 持 され る。

 Domina > dame 20, terminu > terme 32, *d (i)rectu > droit 98, dolu > du 
114, tempus > tens 129, terra > terre 170, tortu > tort 187, tres > trois 456, 
tab(u)la > table 514.

 ＊Tremit＞crient 283は 例外 で あ る。 Tremereは ケル ト語 の 語 幹 ＊krid-の 影 響 を 受 け て

criembreと な った 。

 b） 子 音 ＋語 中 のT,D

 子 音 が先 行 す る語 中 のt,dは,語 頭 のt, dと 同 様 に 保 持 され る:Prendere＞prendre 175,
＊misteriu＞mestier 717

.

 弱音 音 の消 失 に よ って 子 音 がt,dに 先 行 す る と き は, tは そ の ま ま保 持 され るか, dと な って

現 わ れ るか い ず れ か で あ るが,dは 常 に 保 持 され る。

 Com (i)  te > conte 76, mat (u) tinu > matin 150, *bell (i) tate >  beaute 157, 
comp (u) tat > conte 246, *fall (i)  to > fauta 321,  *male-habitia > maladie 516, 
rigida > roide 868.

（26）語 中 の子 音 群-dzy-は, yodをdzの 前 に 転移 させ,こ の 内破 音 のyodと 先 行 す る無 強 勢母 音aと の合

 着 か ら生 じるaiは,12世 紀 中頃eに 単 母 音 化 し,そ の後,eに 狭 ま る （cf.「母 音 Ⅱ」,1, c））。 このeは

13世 紀 にeに 弱 まるが,16世 紀 に再 びeが 復 活 す る （cf,「母 音 Ｉ」, B,3.語 頭 のA） :  Jaegre  > *yakeRe>
 *yatyeRe>  *yatsyeRe>  *yyadzyeRe>  *dyyadzyeRe>  dzyaidzyeRe  >  *dz(y)eidziRe  >  dze(i)ziR> 

 (d)zezi(R) >  zeziR >  [zezir] (cf. Lanly, Fiches, pp.  184-5.  )
（27）Cf.「 母 音 Ⅱ」,2. c）,注 （6）.

(1) Cf. Bourciez,  Phonet., § 140, R.I.



 c） 母音間の語中のT,D

母音間に位置する語中のtは5世 紀の初め有声化 し,そ の後,本 来のdも この二次的なdも,そ

の調音を弱め,8世 紀には摩擦音 δとな り,11世 紀末には完全に消失する。

 Fidare >  fier 4,  credere  > croire 244,  considerare  > consirrer 295,  *aetaticu  > 
eage 336,  pratellu  > prael 395,  vita  > vie 453,  laudat  >  loe 487, videre > veoir 
521,  sedere  > seoir 522,  *potere  > pooir 787,  spat(h)a  > espee 920,  audire  >  oir
928.

d） 語 中 のT,D＋ 子 音

1） T,D（ ＋r）

子 音群tr, drに 他 の 子 音 が 先 行 す る とき は, tは 変 化 せず 保 持 され る。

 Alt (e) re > autre 13, prend (e) re > prendre 175, pend (e) re > pendre 176, 
contrata > contree 229, perd(e)re > perdre 327, intrare > entrer 392,  mostravit  > 
moustra 510, tender(e)-habet > tendra 557.

 Tr, drが 母 音 間 に あ る ときは, trは 先 ずdrと な り,本 来 のdrも 二 次 的 なdrも,そ のdが 母 音

間に あ る場 合 と同様 に摩 擦 音 δと な り,逆 行 同 化 に よ ってrと な る。 -rr-は-r-に 単 純 化 さ れ る こ

と もあ る。

 *Sedreat> serroit 65, *poterebat> porroit 69, *iterante> errant 111, *nutrirebam> 
norriroie 123,  *ad-retro  > arriere 243, claud(e)re > clorre 477,  *poter(e)-habet> 

porra 561, *rid(e)re > rire 940.

 2） 語中のT,D（ ＋r以 外の子音）

 語中に於てt,dにr以 外の子音がつづ くときは,母 音が先行する場合も子音が先行する場合も,

t,dは 後続する子音に同化されて消失す る。

 Perd(i)  ta > perte 228, fort-(i)mente > forment 467, mand (u) care > mengier 

507.

 語 末 のsはtと 結 合 して 複 合 音tsを 成 し,-zと 綴 られ る:Videtis＞veez 71, tenetis＞

tenez 534, sanitates＞santez 780.

 このtsは13世 紀 にsに 縮 約 され,や が て消 失す るが,書 法 上 は,名 詞 の 複数 形 で は17世 紀 の 中

頃 ま でzが 残 され,動 詞 の二 人 称 複 数 の語 尾 に は今 な お このzが 用 い られ て い る。

 3）Ty, Dy



 Tyに 子 音 が 先行 す る と きは,語 頭 のc（ ＋e, i）或 は 語 中 の 子音c（ ＋e, i） と同様 に,2・3世

紀 にtがyに 同化 され,tyと な り,更 に,4世 紀 にはtsy＞ tsyに 歯 擦 音 化 し,11・2世 紀 には

tsに 非 口蓋 化す る。 歯 音tが 消 失 す るのは13世 紀 で あ る。

 Cantione >  chancon 294, neptia > niece 342, *mentionica >  menconge 595, 
fidentia > fiance 606, *comin(i)tiatu >  commencie 609.

 子 音 群ctyは 逆 行 同 化 に よ っ てtty＞tyと な り,す で に 述 べ た過 程 を経 てsに 至 る:Suspectione

＞soupecon 224.

 しか し,styで は 順 行 同 化 に よ ってssyに 変 化 し, yodがssの 前 に 転移 してyssyと な る:
             （3）
Angustia＞angoisse 303,ostiu＞uis 473.

 Tyに 母 音 が 先 行す る ときは,母 音 ＋c（e, i） の如 く,ty＞tsy＞tsyか ら （dzyに 有声 化 し,

yodが （dzの 前 に転 移 してydzyを 成 す 。 そ の 後,非 口蓋 化 し,歯 音dが 消 失 してzに 至 る:

Ratione＞reson 59.

 な お,＊proditia＞proesce 157, laetitia＞leece 780とjustitia＞justise 894の 語 尾 -itia

に 関 しては 「母 音Ⅱ」,3,c） 参 照 。

 Dyが 母 音 間 に位 置 す る と きは, dはyの 同 化 作 用 に よ って4世 紀 後半yyと な り,や が てyに

単 純 化 し,先 行 す る母 音 と接 す る。

 Gaudia > joie 9,  *inodiu > enui 57, appodiatus > apoiez 421, audiat > oie 437, 

adjace(n)s > aise 500, hodie > hui 585, mediu > mi 898.

子音群ndyで もdが 消失するが, yは 鼻子音を湿音化する。

 Verecun(d)ia > vergoingne 17, Burgun(d)ia > Borgoingne 18, gran (d) iore > 

greignor 532.

 Dyが 語頭 に あ るか,語 中 に あ ってn以 外 の 子音 が 先 行 す る場 合 は, dは 調 音 を強 め, yodに 引

か れ て調 音 点 を後 方 に 移 動 し,dy＞ dy＞ dz（y）＞dz＞ z へ と推 移 す る:Diurnu＞jor 24,

vir（i）diariu＞vergier 35.

D（e）unde＞dont 508の 語頭 音 節 の eはyod とな る前 に省 略 され ていた。

 ＊Aetaticu＞eage 336.＊coraticu＞corage 692の 接 尾 辞 -aticuの 推 移 につ い て は 「母 音 Ⅱ」,

1,c）,注 （13）参 照 。

 e） 語末 のT,D

 語 末 のtに 単 母 音 が先 行 す る場 合,実 詞 では ガ リア北 部 の ラテ ン語 で も,caputは す でに ＊capu

（2）Cf.「 母 音 Ⅱ」,6, c）,注 （11）.

（3）Cf. Ibid.,6, c）,注 （16）.

（4）Cf.「 母 音Ⅰ」B,3,語 頭 のA, e）,注 （17）.

(5) Cf.  Fouche,  Phonet., p. 909. 
(6) Bourciez,  Phonet., § 148, R.I.



（＞chief 142） で あ った が,動 詞 の語 末 では, tが 三 人 称 単 数 の指 標 宇 であ る こ とか ら,こ のtは

そ の後 も保 持 され,や が て θに 弱 音 化 してか ら,一 般 に 消 失 し始 め る のは9世 紀 の 末 で あ り,11世         （

紀 末 に 完 全 に消 失 す る。

 Amavit > ama 21, fu(i)t > fu 43 , portat > porte 116,  *inodiarat > anuiera 

370, *audit (<audivit) >  oi 396, donat > done 439.

                                     

しか し,子 音 の 後或 は 二 重 母 音 の後 では,tの 消 失 が 一 般 化 す るの は13世 紀 で あ る。

 Venit > vient 5, dictu > dit 14, deb (e) t > doit 14, habe (b) at > avoit 28, 
sap(i)t > set 115, vid(i)t > vit 380, plangit > plaint 480, habuit >  ot 866.

動詞以外でも同様の消失が見 られる。

 Grande > grant 11 , subinde > sovent 15, corte > cort 47, parte > part 92, 
tortu > tort 187, sacramentu > serement 219, mundu > mont 348, lectu > lit 

433, tarde > tart 668, *assaltu > assaut 956.

 但 し,後 接 語inde＞enで は,… …cil joie en pert 9の よ うな文 章 構 造 に於 て 語 末 のtが 早 い
      

時期に脱落 した。

 母音間のtは5世 紀の初め有声化 し,本 来のdと 同様に語末の母音が8世 紀に無音化するとき,

摩擦音 δとな り,11世 紀末には完全に消失 し,一 般に書法からも姿を消す。

 Mercede > merci 61, fide > foi 73, quomo(do) > comme 96, credutu >  creu. 
    

160, pede > pie 373 , salute > salut  398  , palludu > pale 868.

 ラテ ン語 の絶 対 語 末 のdの 消 失 はad＞a17, apud＞o275, quid（ 無強 勢 ）, quod＞que

21,quid（ 強 勢 ） ＞qoi 121に 見 られ る。

 2. S

 a） 語 頭 のS

(7) Cf.  Fouche,  Phonet., pp.  657-8,663.
（8）Fuは13世 紀 の 初 め ＊prist＞prit 239な どの語 形 の影 響 を受 け てfutに 置 き換 え られ るが,こ の 新 しい

 語 形 が 定着 す るの は15世 紀 中 の こ とで あ る。Cf. Ibid., p.658.

（9） Cf. Ibid., p.657.

（10） 女 性 形grantはbon（n）eな ど の形 容 詞 に 倣 って語 末 にeを と った が,更 に, Chaude, froideな ど との

 アナ ロ ジー に よっ てgrandeと な っ た と推 定 され る。 Cf. Ibid,, p.505;Bourciez, phonet.,§152, R.Ⅲ.

（11） Cf. Ibid.,§152, R.Ⅱ.

（12） 近 代 語 のpiedは ラテ ン語 のdを 復 活 させ た 学 者語 で あ る。

（13） Salu（t）に は任 意 に 書 法上 のtが 現 わ れ る こ とが あ る。

 (14) Cf. Palludu >  *paleSe >  *palee >  pale



ラテン語の語頭のsは 母音の前では保持される。

 Suspirare > souspirer 108, solu > seul 155, subvenit > sovient 212, sero > soir 
560, soror > suer 613.

子音に先行する語頭のsは 語頭音iが添加されて後,11世 紀以前に消失す る。

 Statu  >  este 130, stabat > estoit 205, stringit > estraint 835, spat(h)a > espee 
896.

ゲ ル マ ン語 ＊snelに 由来 す るisne187の 語 頭 のiは, e－e＞i－eの 異化 作 用 に よる カ゚。

b） 子 音 ＋語 中 のS

子 音 と母 音 の 間 に あ る ラ テ ン語 のsは,語 頭 のs＋ 母 音 の 場 合 と同様 に保 持 され る。

Consiliu > conseil 3, considerare > consirrer 295, insimul > ensamble 434.

 子 音 群ssは 開 音 節 のe, a, oの 二 重母 音 化 の後 に単 純 化 され るが,母 音 間 に あ ってsと 書 か れ る

［z］との 混 同 を避 け るた め に,書 法 上 二 重 子 音 が保 持 され る:＊Assaltu＞assaut 956.

 Missaは,男 性 形missuが この動 詞 の定 過 去 の強 勢 形 の 影 響 に よ っ て ＊missu＞misと な っ

た こ とか ら,mise 67と な るが,古 くはmissa＞messeが あ り, promesse 918に そ の名残 りを

留 め てい る。

 接 続法 半 過 去 の 三 人 称 単 数 で は 書 法 か ら も二 重 子 音 が 消 え る。 こ こで は強 勢 母 音 の 後 にあ る母 音

eが 消 失 す る。

 Venisset > venist 36, sapuisset >  seust 37, habuisset >  eust 50, potuisset > 

 peust 51, amasset > amast 52, fecisset >  feist 53, dixisset >  deist 214, mississet 
>  meist 249.

 c） 母音間の語中のS

 母音間に位置するラテン語のsは,母 音間の他の無声子音の有声化と同 じ時期に［z]となる。書

法は変わらない。

 Wisa（ ゲ ル マ ン 語 ） ＞guise 94, causa＞chose 122, desiderat＞desire 225,

ausat＞ose 314, bisunja（ フ ラ ン ク語 ）＞besoingne 364, me（n）sura＞mesure 884.

(15) St, sp, scな どの子音群が語頭にあって発音が難 しいために,語 頭音iは す でに2世 紀か ら現 わ れ る。

 Cf.  Fouche,  Phonet., p. 694. 

(16) Cf. Ibid., p. 696. 
(17)  Fouche,  Phonet. Vol. Lw .  p.455. 

 (18) Cf.  Fouche,  Phonet., p. 814.



 なお,dexistes＞desistes＞deistes 202に 於 け る母 音 間のsの 消 失 に つ い て は 「母 音Ⅰ」，・

B,3.語 頭 のI,b）,注 （39） 参 照 。

 d） 語 中 のS＋ 子音

 無声子音に先行する語中のsは,気 音hと なってから12世紀末に無音化す る。

 Souspirare > souspirer 109, dexistes > deistes 202, *misteriu > mestier 717, 
mo(n)strat > moustre 869.

 書法からsが 消えるのは18世 紀の中頃である。

 指 示 形 容 詞ecce-istuは 後 接 語 と し て用 い られ てcest 130と な る。

 接 頭 辞dis- は 規 則的 にdes- で あ る:Discoperit＞descuevre 5.

 Sは 消 失 す る と き先 行 す る母 音 を 長 音 化す る。 こ の長 音 化 は 一 般 に 近 代 の 書 法 で はaccent cir-

conflexeに よ って表 わ され る こ と もあ り,弱 音 節 のeの 上 にaccent aiguが 現 わ れ る こ ともあ る

が,こ の消 失 したsの 痕 跡 を 全 く と どめ な い こと も多 い:Dites, metier, montre.

 弱母 音 の脱 落 に よ ってssがrと 隣 接 す る とき は,調 音 を容 易 にす るた め に,そ の 間 にtが 生 じ,

そ の結 果,こ の歯 音 の前 でsが 消 失 す る:＊Essere＞estre 2,＊conoscere＞ （re）connoistre 314.

 子音 群syとssyで はs, ssの 前 にyodが 転 移 して現 わ れ,先 行 す る母 音 と結 合 す る。 Sは 有

声 化 し,ssは 無 声 音 の ま まで あ る。

 *Possiat > puisse 259, cognoscam > connoisse 304, basiare > besier 466.

 e） 語末のS

 語末或は語末となるsの 消失は,－tを 除く他の語末の子音と同様に12世紀後半か ら始まり,13世

紀に一般化する。しかし,書 法から消え去 ることはない。

 Foris > fors 39, visu > vis 69, tempus > tens 129,  corpus  > cors 301,  *mal-
ifatius >  mauves 302, tres > trois 456, ostiu > uis 473, assessi > assis 531, 

vos > vous 534, plus > plus  534, sursu > sus  873  , lassu > las  885.

Sensuか ら二 つ の語 形sens 352, sen 952が 現 わ れ る。 ラ テ ン語 に依 る語 末 のsの 発 音 の復 活

 (19) Cf.  Francois de la  Chausse, Initiation a la  phonetique historique de l'ancien  francais, Klinck-
 sieck, 1974,  6.  1.  2.  1.  

 (20) Cf. Bourciez,  Phonet., § 157, H. 

  (21)  Cf.  Fouche,  Phonet., p. 663.

 (22) Plusは17・8世 紀 に は そ の 用法 と意 味 に 関係 な く常 に ［plu］であ ったが,今 日,休 止 の 位 置 で は語 の意

 味 に よ って,［pu] 或 は ［plus］ と発 音 され る。

 (23) 今 日,susに はcourir sus a qn, en sus, en sus deな ど限 られ た 用法 しか 残 っ てい な い が,い ず れ の

 場 合 も ［SUS]と発 音 され る こ とが 多 い 。

 (24) 間投 詞lasで も,今 日,［s］ は 消 え る こ と もあ り,発 音 され る こ と もあ る。発 音 され る場 合 は,お そ ら く

 表 現性 の必 要 か ら ［s]が 加 え られ るの であ ろ う。Cf. Ibid., p.680, R.Ⅱ.因 に, helas（ ＜he＋las） で は

 今 日常 に ［s]が 発 音 され る。



は18世 紀 か ら一 般 的 とな る。

 す でに 述 べ た よ うに,破 擦 音tsはtが 脱 落 し てsと な るが, zと 表記 され る。

 Amatus > amez 72, sapiatis > sachiez 176, dentes > denz 322, vice > foiz 402, 
amantes > amanz 439,  *ame(b)atis > amiiez 584.

Nに つづく語 末 のsもzと 綴 られ る;Annus＞anz 456.

湿 音 化 したlに つ づ く語 末 のsは テ クス トで はsと 表 記 され る。

Bellus > biaus 43, melius > mieus 307, oc(u)los > ieus 308.

 これ らの -usのsは, dous＞deus 78, invi（di）osus＞envious 201, dulce＞dous 296と

同様 に,近 代 語 で はxと 表記 され る。 -usを 表 わ す 書法xを 用 い な が ら,更 に 二重 にuを 復 活 させ

てい る。

 す で に引 用 したfors, sus, plusの 他, versus＞vers 98, minus＞mains 262, deorsum＞

jus 873な ど多 くの不 変 化詞 に現 わ れ る語 末 のsが アナ ロ ジ ーに よ って,語 源 にsが ない 語 に も広

が った:Sine＞sanz 36, unquam＞onques 131.

 直 接法 現 在 の一 人 称 単 数,＊sayo＞sai 74,＊suyyo＞sui 76,＊di（go） ＞di 102, credo＞

croi 260,＊deyo＞doi 335,＊voleo＞vueil 363, video＞voi 603な どに は,語 末 にsの あ

る動 詞 ＊possyo＞puis 258,＊conosco ＞connois 802な どとの ア ナ ロジ ーに よ って,12世 紀 中

にsが 現わ れ 始 め る。

 半 過 去 と条件 法 の一 人 称 単 数,＊direa＞diroie 133,＊sap（i）ebam＞savoie 502,＊creder（e） -

（hab）ebam＞croiroie 542, prendebam＜prenoie 798の 語 尾 に は 中代 フ ラ ンス語 期 に 書 法上 の

sが 加 え られ る。

 定 過 去 では,vidi＞vi 537は 二 人称 単 数 との ア ナ ロ ジ ーに よ っ て,近 代語 ではvisと な る。

 接続 法 現 在 の ＊siam＞soie 361も16世 紀 頃 アナ ロ ジ ーに よ って語 末 にsを と る。

Ⅴ 唇 音

1. P,B,V

a） 語 頭 のP,B

語頭の p,bは 母音の前でも子音の前でも保持される。

 Bene > bien 37,  pauci  > poi 55, poena >  pain 80,  plorare  > plorer 110, punctu 

>  point 197, bucca > bouche 398, brac(h)iu > braz 398, bella > bele 613.

b） 語頭のV

(25) Cf. Bourciez,  §  160, R.Lv. 

 (26) Cf.  Fouche,  Phonet., Vol. Lw ,  p.182. 
(27) Cf.  Fouche, Le verbe  francais, Klincksieck, 1967,  p.420.



語 頭 のv［w］ は 紀元 前1世 紀 にす で に βに変 化 してお り,3世 紀 中 に唇 歯 音 ［v］とな る。

 Veru > voir 213, via > voie 362, voce > voiz 422, vita > vie 453,  *volere  > 
voloir 564, ventre > ventre 725.

                            

 しか し,ゲ ル マ ン語 の語 頭 のwは ［gw-］ を経 て ［g-］に至 る:Wisa＞ ＊gwisa＞guise 94,

wardon＞ ＊gwardare＞garder 704.

 Vice＞foiz 402のvか らfへ の変 化 は ゲ ル マ ン語 の 発 音 の 影 響 に よ るか,或 は 俗 ラテ ン語 に 溯

り,duas vices, tres vicesな どの表 現 に於 て,語 頭 の有 声 音 が先 行 す る語 末 のsの 同 化 作 用 に よ
                 
って無声音へ変化 したとも考えられる 。

 c） 子音 ＋語中のP,B,V

 他の子音が先行する語中の唇音では,p, bは 語頭の場合と同様に保持され, vは ［v]へと変化

する。

 Advenit > avient 9, *respondit > respont 73, *compania > compaigne 298, inversu 

> enverse 863.

 d） 母 音 間 のP,B, V

 母 音 間 の唇 音v［w］ は2世 紀 の初 頭 に は す で に 両 唇 音 ［v］に 至 り,4世 紀 中 に 唇 歯 音 ［v］ とな

る。

 母 音 間 の閉 鎖 音 -b-は摩 擦 音 -β-か ら母 音 間 の ［w］と 同 じ時 期 に 両 唇 音 ［-v-］ と な り,そ の

後,唇 歯 音 ［v］に 至 る。

 一 方,母 音 間 のpは 無 声 子 音 が 有 声 化 す る4世 紀 末 に -b-とな り,語 末 の 母 音 の 消 失 よ り早 く,

更 に調 音 が弱 ま り -β-とな り,両 唇 音 ［V］を経 て唇 歯 音 ［V］に 至 る 。

 Opera  > uevre 6, subinde > sovent 15, caballariu > chevalier 19, *meribilia > 
merveille 82, habere > avoir 90, novella > nouvele 137,  *ab-ante > avant 174, 
*sapere > savoir 213, vivat > vive 552, tropat > trueve 855.

 Vを 囲む二つの母音のうち一方が軟口蓋音o,uで あるときは, vは この軟口蓋音に吸収されて

消失す る。B或 はp＞bは 同じ条件で -β-となってから消失する。

(1) Cf.  Fouche,  Phonet.,  pp.  558-9.
（2）ゲ ル マ ン民 族 侵入 の折,ラ テ ン語 の ［w］ は ［v］に変 化 して 久 し く,ガ ロ ・ロマ ン語 に は す で に 語頭 に

 ［W］ は 無 か った 。調 音 の強 化 に よ ってW- の最 初 の 部 分が ［g］に 狭 め られ,そ の結 果 ＊［gw-］ とな り,

 ［g-］に 縮約 され る。Cf. Ibid,, p.561, R.Ⅰ.

(3) Cf. Bourciez,  Phonet., § 163, R. 
(4) Cf.  Fouche,  Phonet., p. 642. 
(5) Cf. Ibid p. 619. 
(6) Cf. Ibid., p. 618.



 *Deciputu  >  deceu 159
,  *habutu  >  eu 210,  *saputu >  seu 329,  *movutu  >  meu 

508.

＊Potere＞pooir 787で はhabere＞avoir 90な ど との ア ナ ロジーに よ って15世 紀 頃vが 挿 入

され た 。

半 過 去 の 形成 では,頻 度 の 高 い動 詞habebam（ ＞avoie 328） な どの語 末 音節 のbが 強音 節 中 の

bの 異 化 作 用 に よ り 無 音 化 した こ とに よ って,俗 ラテ ン語 では -ebamに 代 って ＊-eaが 語尾 とな

った （7）。

 *Amebam  > amoie 746,  *potebam > pooie 748,  videbam  > veoie 754, *cogitebam 
> cuidois 758, faciebam > fesoie 763, credebam > creoie 792.

 e） 語 中 のP,B,V＋ 子 音

 1） P,B,V＋r,l

 母 音 が先 行 す る ラ テ ン語 の 子 音群pr, brで は, bもP＞bも,β ＞［v］（両 唇 音 ）＞ ［v］ （唇 歯

音 ） を経 てvrと な り,本 来 のvr［wr］ で も,［w］ は 両 唇 音 か ら唇 歯 音 に 変わ り,同 じ 結 果 に 至

る。

 Discop (e)  rit > descuevre 5,  *sapere-habet > savra 365, habere-habet > avra 
   554

, vivere > vivre 817, lib(e)rata > livree 826.

子 音群blは 保持 され, br, vrの 場 合 と異 な り, vlに 至 る こ とは な い。

Fabula > fable 513, tabula > table 514, *turbulat > trouble 724.

 2）P,B,V＋r,l以 外の子音

 R,l以 外の子音の前では,母 音が先行するときも子音が先行するときも,唇 音はそれにつづ く子

音に同化されて消失する。

 Tempus > tens 129,  *met-ipsimu  > meisme 198, subvenit > sovient 212, comp-

(u)tat > conte 246, corpus > cors 301, neptia > niece 342,  grevet  > griet 367.

Tens, corsは 近 代 語 の書 法 で は語 源 のpが 復 活 され, temps, corpsと な った。

3） P,B,V＋y

唇 音 にyodが つ づ く ときは, yは 唇 音 の影 響 を 受 け て 調 音 点 を 前 方 に移 し,中 部硬 口蓋 音 か ら

(7) Cf. Bourciez,  Phonet. § 166, R.Lw .

（8）＊Haberatか らは 二つ の語 形avraとauraが 生 じるが,16世 紀 に は一 般 にauraと な る。 ＊Haberatの

 bがwに 変 わ り,＊aweratのwが ［v］に変 化 す る前 に,後 接 的 用法 に よ って強 勢母 音 に先 行 す るeが 消失

 した ため にanraと な った 。 Cf. Fouche, Le verbe francais, p.395.



前 部 硬 口蓋 音 とな り,yodの 持 続 部 の前 半 は唇 音 の持 続 部 の 後 半 に一 致 す る。 そ の結 果, pの わ た

りか らは s,有 声 音b,vの わ た りか らは z が 生 じる:Sapiat＞sache 639.

 Habeo＞ai 66, habeat＞ait＞135, sapio＞sai 324, debeam＞doie 324, debeo＞doie

335な ど動 詞 の語 形 では,後 接 的 用 法 に よ っ て俗 ラテ ン語 か らyの 前 の唇 音 が 消 失 す る。

 f） 語 末 のP,B, V

 語 末 とな る唇 音pは 母 音 の 後 で は摩 擦 音fと な り,子 音 の後 で は そ の まま保 持 され る。 有声 音v

は いず れ の 場 合 も無声 音fと な る。

*Greve > grief 141,  *capu > cheif 142, troppu > trop 302.

 しか し,後 接 語 と して用 い られ た不 変 化 詞ibi＞i 47,ubi＞ou 376で は,母 音 の 後 の 唇 音 は

極 め て早 い 時 期 に 消失 した 。

 な お,tropの 語 末 のpは 近 代 語 で は リエ ゾンの 場 合 以外 は 発 音 され な い 。

 2. F

 語頭 の摩 擦 音fは 保 持 され る。

 Foris > fors 42,  fide  > foi 73,  femina > fame 152, facia > face 310, *fallita > 
faute 321, fame > faim 408.

語 中 の 子音 群fr（fl） も変 化 しな い:＊Sufferit＞sueffre 560.

 3. U

 子 音 のu［w］ は 両 唇 摩 擦 音 で あ り,他 の 子 音 の 後 に しか 現 わ れ な い 。 子 音群cw, qwに つ い て

はす でに 述 べ た が,ラ テ ン語 の俗 間 の発 音 では,子 音群 を 成 す 他 の 子 音 の 後 で もwは 消 失 す る:

Mortuum＞ ＊mortu＞mort 189.

  Wに 先行 す る子 音 は,流 音r,lを 除 い て一 般 に 同 化 に よ って 消 失 す るの で,強 語 幹 人 称 で は こ

の 語 幹 と 屈 折 語 尾 が 融 合 す る:＊Sapuit＞sot 42, habuit＞ot 57, Potuit＞pot 145, habui＞

oi 539, potui＞poi 540.

（9）Cf.「 母 音 Ⅱ」1, c）,注 （14）.

（10） Cf. Bourciez, Phonet.,§172, R.

（11）一方,hors 170は 複 合語dehors（ ＜deforis） に 由 来す る。 こ こで はfは 母 音 間 に あ り,一方 の 母 音が

 軟 口蓋 音 であ るた め に消 失 して い る。

（12）Cf.「 母 音 Ⅱ」5, a）,注 （8）.

（13）Cf.拙 論 「強 変 化 型定 過 去 の 形成 に於 け る アナ ロジ ーに 関す る人 称 間 の連 帯 性 につ いて 」,Ⅲ,8）,注 （25）,

 杉 野 女 子大 学 紀 要,第15号,1978.

（14）Cf. Ibid.Ⅲ, 9）,注 （30）.



 Ⅵ 流 音 （震 音 と鼻 子 音 ）

 1. R

 ラテ ン語 のrは,一 般 に17世 紀 に 軟 口蓋 音 のr（ の ど鳴 り音 ）,或 は 舌背 音 のrと な るま で,巻 舌

で強 く発 音 され る歯 茎 音 ［R］で あ り,a） 語 頭 のr, b）子 音 が先 行す る語 中 のr, c）母 音 間 の語

中 のr,d） 子 音 に先 行 す る語 中 のr, e）語 末 のrな ど,語 の い かな る位 置 に あ って も一 般 に保 持

され る。

 a) Rem > rien 38, ratione > reson 59, regina >  roine 796, rigida > roide 868, 
 *ridere > rire 940. 

 b) Prend(e)re > prendre 175, contrata > contree 229, cred(e)re > croire 248,  brac-

(h)iu > braz 398, gravare >  greyer 781. 

 c) Hora > eure 24, *morire > morir 326, parabole > parole 403,  *coraticu  > corage 
692, parare > parer 702. 

 d) Terminu > terme 32, mercede > merci 61,  forte  > fort 269,  arbore > arbre 389, 
*targa > targe 390, *gwardare > garder 704, *turbulat > trouble  724. 

 e) Cor > cuer 50, habere > avoir 90, foru > fuer 94, venire > venir 394, caru > 

chier 534.

 語 中 のrrも 保 持 され （cf. terra＞terre 170）,16世 紀 まで 二重 子音 が 強 い巻 舌音 で 発音 され

た が,17世 紀 に は この 発 音 に 迷 い が生 じる 。

 更 に,tr, drの 閉鎖 音 の 同化 に 由来 す る 二 重 子 音 の 場 合 も事 情 は 同様 で あ る:Considerare＞

consirrer 295, ＊hatiraio＞harrai 494, iter＞oirre 915.

 ＊Mor（i）rea＞morroie 501,＊suffer（i）rea＞soufferroie 614で は弱 母 音 の消 失 に よって二 重

子 音rrが 形成 され た 。

 語 末 のrに 関 して は,そ の 後 の 音 韻 推移 が重 要 で あ る。す べ て の-er動 詞 の不 定 詞 （cf,＊jectare＞

geter 226,＊minare＞mener 289） と,-ariuに 由来 す る大 部 分 の-ier（-er） の語尾 を持 つ実 詞

（形 容 詞 ） （cf. caballariu＞chevalier 19, vir（i）diariu＞vergier 30） の 語 末 のrは 中 代 フ ラ ンス

語 期,特 に16世 紀 に消 失 し,他 の語 形 に も及 び,17世 紀 に は-ir動 詞 の 不定 詞 （cf. dormire＞dormir,

145,morire＞morir 326） の 語末 のrも 消 失 した 。 そ の後,こ の-ir動 詞 のrは18世 紀 の 中頃

か らdire,ecrireな どの動 詞 の影 響 に よ って復 活 され た（3）。

 2. L

（1）＊Turbulat＞troubleで は 流音rが 先 行す る母音 の 前 に移 り,語 頭 のtとtrを 成 した 。

(2) Cf. Bourciez,  Phonet., § 181, H. 
(3) Cf. Ibid., § 183, H.



震音lはa） 語頭,b） 母音間, c）子音と母音の間の語中の位置ではいずれも保持される。

 a)  Locu  > leu 63,  longu  > lonc 127, laetu > lie 312, lacrima > lerme 469,  laxare  > 
lessier 770, lassu > las 885. 

 b) Celare > celer 3,  salute  > salut 398,  parabola  > parole 403, *volere > voloir 564, 
solaciare > solacier 859. 

 c) Placet > plest 204, *paraulare >  parler 300, claudere > clorre 477, fabula > fable 

513, tabula > table 514.

 母 音 間 の語 中 のllは,長 母音 の後 で は ガ リアの 口語 で す で にlに 単 純 化 され,nulla＞ ＊nula＞

nule 94と な り, novella＞novele 137, bella＞bele 613な どで は 古 フ ラ ンス語 の初 期 に二 重

子 音 が縮 約 され る。 そ の後,15・6世 紀 か ら語 末 のeの 前 で この二 重 子 音 が 書法 上 復 活 され るが,

発 音 の変 化 は な い 。

 d） 語 中 のl（ll）＋子 音

 子 音 の 前 に位 置す る語 中 のl或 はllは,a,e, e, o, oの 後 に あ る と きはす で に ラテ ン語 期 に舌 の

緊張 が 弛 み,そ の 後 部 が軟 口蓋 に 近 づ き tとな って いた が,先 行 す る母 音 の 同化 作 用 に よ っ て,舌

の前 部 が下 が り,一 般 に11世 紀 末 頃uに 母 音化 し,先 行 す る母 音 と結 合 す る 。

 *Alicunus > aucuns 5, alteru > autre 13, bellus > biaus 43,  tales  > teus 59, 
nullus > nus 115  ,  *cels  > ceus 118, multu > mout 129, dolus > deus 156, *volet 

> veut 184, valet > vaut 207, dulce > dous 296,  *malifatius >  mauves 302, 
melius > mieus 307 , oc(u)los > ieus 308,  collocare  > couchier 517,  falce  > faus 

577, calet >  chant 597, illos > eus 653, ultra > outre > 870,  volsisset  > vousist 
950,  *assaltu > assaut 956.

 定冠 詞 の 男 性 形 （il）lu＞loが 前 置 詞de, aと 結 合 しdel 691, alを 成 し,子 音 で 始 ま る語 の前

で各 々du 127, au 24と な った 。 複 数 形 で は ＊los,1as＞lesが 同 様 にdes 957に 至 り,asは

単 数 形 の影 響 を受 け て13世 紀 の末 頃aus 308と な った 。 一 方, en＋loはel 725と な り,子 音 の

前 で はeuか らeがuに 同 化 してou 301の 語 形 が現 わ れ る。

 弱母 音 の消 失 に よ っ て隣 接 す るl'rで は,そ の 間 にわ た りのdが 生 じ,こ のdの 前 で1が 母 音 化

す る:＊Volere- （hab）ebat＞voudroit 459.

 e）Yと 結 合 す るL

(4) Cf. Ibid., § 186, H. 
(5) Cf. Ibid., § 188, H;  Fouche,  Phonet., pp. 856-8.
（6）Cf.「 母音 Ⅱ」,7.な お,複 数形 のnus（ ＜nullos） は単 数 形nu1（ ＜nullu） に よってnulsに つ く り替

 え られ た （cf. Fouche, Phonet., Vol.Ⅱ, p.314.） 。

（7）Cf.「 母 音Ⅱ」c）,注 （8）.



 Lの 後 に母 音 接 続 のi,eが つ づ くか,母 音 ＋ 喉 音 がlに 先 行す る と, yodに 隣 接 す るlは l に 湿

音 化 す る（8）。書法 はil, illで あ る。

 Consiliu > conseil 3(9),  *meribilia  > merveille 82,  vig(i)lavit > veilla 149, *molliatu 

>  moillie 311,  *voleo > vueil 363, doleo > dueil 415, auric(u)la > oreille 846, 
meliore > meillor 886.

Fallire＞faillir 16は ア ナ ロ ジーに よ る 。

Aillors 50に つい て は 「母 音Ⅱ」,6,b） 参 照 。

3. M,N

a） 語 頭 のM,N

語 頭 の鼻 子 音m,nは 変 化 しな い。

 Mercede > merci 61, nocte > nuit 144, minus > mains 162, neptia > niece 
342, *mentionica >  menconge 595.

b） 子音＋語中のm,n

子音と母音の間に位置する鼻子音 も保持され る。

Dormire > dormir 145, tormentu > torment 235, *pasmata > pasmee 837.

 ラテン語の子音群gnのgは 喉音であり, nは 歯音である。両者は硬口蓋で調音点が融合してn

となる:Cognitus＞cointes 43.

 c） 母音 ＋語中のm,n

 語中の鼻子音は外破音でも内破音でも,先 行する母音を鼻音化し,自 らの鼻子音を保持する（「母

音Ⅱ」,各 々の母音＋鼻子音の項参照）。

 *Pena > paine 80, tenent > tienent 377, minat > maine 453, septimana > 
semaine 454, donare > doner 466; subinde > sovent 15, pendere > pendre 176, 
cantione >  chancon 294, intrare > entrer 392.

 その後,フ ランス語に於て鼻子音が外破音であるときは,鼻 母音は後に非鼻音化し,鼻 子音は依

然保持される。近代語のtiennent, donnerな どの二重鼻子音はこの鼻音化の名残 りである。

 一方,フ ランス語に於て鼻子音が内破音であるときは,鼻 母音は保持され,鼻 子音は中代フラン

（8）Lの 湿音 化 は,lyで は2世 紀 頃 で あ り, cl, glで は ロマ ン語 期 であ る。 こ の湿 音 は,18世 紀 か ら19世 紀

 の初 め頃 に至 る まで 保 持 され て 後,［y］ に弱 音 化 す る。Cf. Bourciez, Phonet.,§190, H.

（9）Cf.「 母 音Ⅱ」,3, c）,注 （12）.

（10）Cf. Bourciez,  Phonet., § 186, R.Lw .



ス語 期 に 消失 す る。

 Conven（i）ente＞couvenant 23のvに 先行 す るnの 消 失 を, Foucheは, tの 前 の 内 破 音 のn

との異 化 作 用 に よ って説 明 して い る。

 Diurnu＞jor 24で は,複 数 の 子音 群 -rnsが9世 紀 以 前 に-rsに 縮 約 され た こ とに よ って,

jornがjorと な った 。

Reddereが ＊rendereか らrendre 466に 変わ った の はprendere＞prendre 465の 影 響 で あ る。

 一 方,＊cupidietat＞covoite 225は 近 代 語 で は接 頭 辞con- と の ア ナ ロジ ー に よ ってconvoite

とな っ た。

接 続 法 現 在 の語 形tornet＞tort 92で は, rが 先 行 す る二 次 的 な子 音 群n'tの 鼻 子 音 は 消 失 し

た が,ア ナ ロジ ーに よっ て近 代 語 ではtourneの 語 形 に つ く り替 え られ た。

 母 音 或 はrが 先行 す る子 音 群mnは,順 行 同 化 に よ って10世 紀 頃mmと な り, mに 縮 約 され

るが,鼻 子 音 に 先行 す る子 音 は,同 じ時 期 或 はそ の後 口母 音 化 す る。

 Dom(i)na > dame 20, term(i)nu > terme 32.  nom(i)navit > nomma 126, 
fem(i)na > fame  152, an(i)ma > ame  211, domnicella > damoisele 255.

 二次的に形成 される子音群m'r,m'lの 場合はわたり音 としてbが, n'rの 場合はdが 生 じ,鼻

子音は挿入された語中音の前で先行する母音を鼻音化する。

 Camera > chambre 37, similat > samble 141, trem (u) lant > tramblent 179, 
remem(o)rat > remembre 180, insimul > ensamble 434, yen (i) re- (hab) ebat > 

vendroit 458.

 d）M,N＋y

 子 音 群my（mmy） のyodは,唇 音b, v,＋yと 同様 にzに 子 音 化 し,鼻 子 音 は 先 行 す る母 音

を 鼻 音 化 す る:Commeatu＞congie465.

一 方
,ny（nny） の子 音 群 で は, yodは 先 ずnを 湿 音化 し,次 に このyodは5世 紀 末 まで に n の

前 に転 移 す る:ny＞yny.そ の 後,外 破 音 のyod は 消 失 し,内 破 音 のyodは 自由 母 音aの 二 重

母 音 化 の後 （7世 紀 の始 め 頃 ）,口 蓋 化 した子 音nに 融 合 す る。 従 っ て,こ の-in-は 先 行 す る母 音

の 二重 母 音 化 を 阻止 し,そ の後,nは この母 音 を鼻 音 化 す る。 書 法 は -ingn-で あ る。

*Compania > compaingne  298 ,  *bisonia > besoingne 364, remaneat > remaingne

 (11) Cf.  Fouche,  Phonet., 
p.800. (12) Cf. Ibid., p. 782. 

 (13) Cf. Bourciez,  Phonet., § 195,  R.Lx . 
 (14) Cf. Ibid.,  §  195, R.Lx H°  

 (15) Cf. Ibid.,  §  195,  R.Ly . 
 (16) Cf. , 3,  e). 

 (17) Cf. Ibid., 1.  f  ), (21). 
(18) Cf.  Fouche,  Phonet., pp. 915-6. 

  (19)P•Cf.  *Compania >  *compainya >  *compaine >  [kompa(i)  ne] >  [kompane] >  [kompana] > 

 [ko(m)pan(e)]



 そ の後,鼻 子 音 は 中 代 フ ラ ンス 語期 に 口母 音 化 し,鼻 子音 は 保持 され る。

 Seniore＞seignor 93に つ い ては 「母 音Ⅱ」,6, a） 注（2）参 照 。

 耳 に子 音 が つづく と き （或 はnが 語 末 と な る とき） は,先 行 す る母 音 は,nの 屈折 か ら生 じる

yodと 二重 母 音 を成 し,鼻 音 化 す る。 湿 音nは,そ れ よ り先,7世 紀 の 末頃 まで に 非 口蓋 化 し,歯

音nと な り,16世 紀 末 消 失 す る。

 Punctu > point  197, sanctus > sains 417, plangit > plaint 480,  tingit  > taint 

724, stringit > estraint 835.

 e） 語末のM,N

 絶対語末のm,nは ラテン語期から消失するので,実 詞或は形容詞の被制格のmな どはすでに無

音である。

 Gente(m) > gent 1, consiliu(m) > conseil 3,  *directu(m) > droit 98, placitu(m) 

> plait 103.

単音節でも絶対語末ではmが 消失する。

Sum > *su(cf. sui  78), jam > ja  191, quam > que  623.

し か し,in＞ e n 37,rem＞rien 38,*mum＞mon 93（ sum＞ son 226） , non＞non

(20) Cf.本 稿,Ⅲ,4, b）.

(21) Cf.「 母 音 Ⅱ」,6, c）. Estreの 一 人称 単数sumは 強勢 が 置 かれ る こ と もあ り,後 接 語 と もな るが,後

 接 的 用法 が 発 達 す る前 に,強 勢 形＊suが 優 勢 とな り,一 般 的 と な った ため にmが 消 失 した。 Cf. Fouche,

 Phonet., p.652.

(22) Jamの 如 き語 は,完 全 に強 勢 が 置 かれ,云 わ ば 自立 してい て, mが 実 際 に語 末 で あ るの で消失 した。 Cf.

 Ibid., p.651.

(23) 関係 代 名 詞quem,とquamで は,後 接 的 用 法 に よ って,＊mum＞monと 同様 に,語 末 のmが 保持 さ

 れ るはず で あ った が,疑 問 詞quem？, quam？ がmを 失 った の で,関 係 代 名詞 で もmが 消 失 した。 Cf. Ibid.,

 pp. 651-2.

(24) Inは 後 接 語 と して語 末 のnを 保 持 してenと な った 。 In illu＞en elで はnが 消 え てel 725或 はou

 301と な った 。Cf.本 稿Ⅵ,2, d）.

(25)  Remの 場 合 は,語 群 の最 後 或 は文 の最 後 に あ る と きは強 勢 が 置 かれ た が, rem publicamの 如 く他 の語

 と密接 に結 ば れ る こ とが あ り,更 に,in rem estの 如 く母 音 の前 に位 置 す る と, mは 母音 間 に あ って 消失

 す る理 由は 全 くな い 。 これ らの 用法 との アナ ロジ ー に よ って,remで は,語 末 のmが そ の他 の 位置 に あ っ

 て も保 持 され た 。Cf. Fouche, Phonet., p.651.

(26) ＊Mum＞monな ど本 質的 な後 接語 では,語 末 のmは 語 中 のmと 同様 に保 持 され た。 しか し,女 性 形

 meam＞ma 170,（tuam＞ta）, suam＞sa 44のmが 消 失 す る のは, Foucheに よれ ば, tuum, suum

 では,二 つ の母 音 が 同 じ音 色 を 持 つ ので,た ち まち ＊tum,＊sumと な り, meumも これ に 倣 っ て ＊mum

 とな った が,女 性形 で は,異 った母 音 が 二 つつづい て,縮 約 され る こ とな く,二 音 節 が保 持 され てい る間 に

 語 末 のmが 消失 し,mea, tua, suaと な り,後 接 語 と して 用 い られ,強 勢 のあ る後 続語 の影 響 を受 け て呼

 気 と調音 の 力が 語 末 に置 か れ,mea, tua, suaがma, ta, saに 縮 約 され た 。 Cf. Ibid., p.652, R.



116 な どで は,語 末 母 音 の 消失 に よって 絶 対 語 末 とな るm,n（cf. unu＞un 30, homo＞hom

115,fame＞faim 408） と同様 に, m, nが 保 持 され,先 行 す る母 音 を鼻 音 化 す る。 そ の後,鼻 子

音 は16世 紀 末 に 消失 し,m或 はnと して 書法 上 残 され るに過 ぎ な い。

(27) 後 接 語 と して用 い られ たnonが 語 末 のnを 保 持 して, nonが 一 般 的 とな る。 強 勢 が 置 か れ る とフ ラ ンス

 語 で はnonで あ るが,無 強 勢 で はnenと な り,や が で, neに 縮 約 され る。 しか し,母 音 の 前 で はnenil

 348の 如 くnが 保 持 され る。Cf. Ibid., p.653.


